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レーザー式鋼板厚み計

シ ス テ ム 構 成 例

概 要

導入メリット

当社の強み

【安全性向上】 レーザー方式のため放射線厚み計と比較し、操作・保守取扱い及び管理が容易です。
【品質向上】 接触式と比較し、鋼板表面に疵を付けず、また接触圧変動による精度変化もありません。

【適用技術】 現場設備にマッチした装置設計が可能で、設備改造をミニマム化できます。
【各種Ｉ／Ｆ】 幅情報、計測結果、ライン情報等のデータ上位・下位との多様なI/Fをご用意できます。

【用途】 鋼板の厚みを非接触・高精度でオンライン測定します。
上下3組の距離計で、鋼板のエッジ部とセンターの3点の厚みを計測できます。

【目的】 鋼板における厚み公差の測定、異型鋼板の差厚部位の検出等の目的で使用します。
【方式】 レーザー三角測量方式
【特徴】 （１）オンライン校正機能により、オフセット誤差を自動補正し、測定精度を長時間維持します。

(２)上下距離計はサンプリング周期の同期化により、鋼板のバタツキによる測定影響を軽減します。
（３）対象材の反射率が変わっても、ＡＧＣ機能(受光レベル自動調整)により安定計測が可能です。
（４）上位の鋼板幅情報により、距離計の計測位置を自動制御します。
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板全長の厚み値をグラフ表示します。

各 種 仕 様

仕様項目 概 要

鋼板種類 普通鋼板

対象板厚 ４．５ ～ １３０．０ｍｍ

測定範囲 ＰＬ－２０ｍｍ ～ ＰＬ＋８０ｍｍ

板表面温度 常温 ～ 100°

厚み測定結果 ±０．1ｍｍ（２σ） オンライン校正機能使用時
なお、測定対象材、搬送条件、雰囲気条件、および、厚み計の設置条件によっ
て測定精度は変わりますので、都度、検討させて頂きます。

サンプリング速度 ２．５ｍｓｅｃ （*距離計のｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ速度）

レーザー仕様 半導体ﾚｰｻﾞｰ、ﾚｰｻﾞｰﾊﾟﾜｰ50ｍＷ（ＪＩＳｸﾗｽ３Ｂ相当）、λ=６６０ｎｍ

測定結果表示例


